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施肥　　有機質･土壌改良剤・化学肥料など（購入の場合はメーカー名記入） ２/２

＜土づくりの使用資材・肥料について＞ 使用量はkg/10a

化成 化成 化成

N% P% K% 使用量 使用時期 回数 化成窒素kg 使用量 使用時期 回数 化成窒素kg *化学肥料　

味覚有機673 魚加工肥料 山正 6 0 7 3 100 元肥 98 98
窒素分で比較して　　当地比 不使用 割減

エキタン有機
魚肉タンパク濃縮エキスの
酵素分解液肥1000倍

大成農材(株) 6.59 0 1.2 1.75 100 追肥
1.4L
/1回

6月～7中
旬,隔日 35

1.4L
/1回

6月～7中
旬,隔日 35

窒素使用量
（kg/10ａ）

サトウキビのちから水
沖縄産サトウキビ
アミノ酸液肥

日本アルコール産業 追肥
1.4L
/1回

7月中旬
以降隔日

140
1.4L
/1回

7月中旬
以降隔日

140 34.8

生きてる肥料
液肥（魚類残渣物、植物残

渣物、微量要素）
（株）共立メン

テナンス
追肥

1.4L
/1回

6月～7/中,
隔日 35

1.4L
/1回

6月～7/中,
隔日 35 0

白酢 穀物、果実酢 山正 0 追肥
1.4L
/1回

6月～7/
中,7日毎 26

1.4L
/1回

6月～7/
中,7日毎 26 *節減対象農薬

シェルガイア 貝化石 山正 0 追肥 155 155
　　　　　　　　　　　　　当地比 不使用 割減

キーゼライト 天然鉱物 山正 0 追肥 23 23
節減対
象農薬

地域の慣行防除

60塩化加里 塩(日本海水) 山正 0 60 追肥 35 35
土壌消

毒剤

ポリサルファイト 天然結晶（S、K、Mg、Ca） 山正 0 追肥 18 18 除草剤

カルスNC-R 微生物 リサール酵産 0 追肥 殺虫剤

米ぬか 米ぬか 山正 0 追肥 殺菌剤

ライ麦 ライ麦 山正 0 追肥
その他
薬剤

合計 0 46

病虫害の防除　　　使用した天然防除資材・自作資材・農薬（成長調整剤、展着剤等を含む） 使用量/10a

希釈倍率 使用量 使用時期 回数 カウント 希釈倍率 使用量 使用時期 回数 カウント 商品 成分

備考：

商品名 原料 ﾒｰｶｰ（購入先)
全
Ｎ%

全
Ｐ%

慣行使用量

トマト 麗月

【慣行農法との比較】
全
Ｋ%

有機率(％) 使用目的
計画 実績

化学肥料

実績使用量

使用回数

分類 商品名 原料/成分名 ﾒｰｶｰ（購入先) 使用目的
計画 実績 使用回数上限

生産工程管理者　谷下農園
認証番号　21-31
認証団体　公益社団法人　全国愛農会
（三重県伊賀市）

作柄：昨季が悪かったため、今年の出だしとしては好調です。
収穫は11月末ごろまで予定しています。

計画（作業、施肥、防除など） 実績（防除）

１月

２月

３月 育苗

４月 育苗 区画1　大玉　定植5/6

５月 定植 区画２　ﾐﾆ、中玉　定植5/20

６月 管理 区画3　大玉　定植　6/24

７月 管理 区画4　大玉　定植　7/26

８月

９月

１０月

１１月

１２月

実績（作業） 実績（施肥）

6月隔日　エキタン有機１L、生きてる肥料１
L,7日置き　白酢　１L(1区画)

育苗

7月中旬まで隔日　ｴｷﾀﾝ１L、生きてる肥料１L,中旬以降　隔日サトウキ
ビ力水、いきてる肥料、7日置き　白酢　１Ｌ

令和7年3月5日

令和7年4月15日

令和7年3月10日

令和7年6月6日

令和7年5月6日

令和7年8月1日

令和7年6月27日

令和7年11月末

耕起開始：

終了：

定植開始：

終了：

播種開始：

終了：

収穫開始：

終了：
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